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巻頭（はじめに） 

 

災害ボランティア活動支援センター長 小嶋 啓介 

 

平成７年の兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）以来、日本において災害時のボランティア活動の重要

性が広く認知され、「災害ボランティア」という言葉が一般化したように思われる。福井県においては

平成９年のナホトカ号の重油流出事故に対する、海岸での地道な重油回収や清掃を行った草の根ボラン

ティア活動のインパクトが大きく、「福井県災害ボランティアセンター連絡会」が設置され、平成 16

年７月の福井豪雨以降、自治体と民間がボランティアセンターを共設・共営し、ニーズに的確に対応で

きるスムーズな災害ボランティア活動の継続に繋がっている。福井豪雨では足羽川の氾濫や山麓地域に

おける土石流被害が甚大となり、堆積土砂の排出や清掃などに対する需要も多く、福井大学からも学

生・教職員会わせて延べ 700 人以上がボランティアとして参加し、これを契機に災害ボランティア活動

の意義や重要性を再認識させられ、「福井大学災害ボランティア活動支援センター」の設立に至った。 

災害ボランティア活動支援センターは、本学の学生および教職員が、災害発生時にその自発的な意思

に基づき、一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援および啓発を行うことを目的とし、

1）本学の学生および教職員を対象とした災害ボランティアに関する啓発活動、2）学生および教職員へ

の支援活動、3）学外の災害ボランティアセンター等との連絡および連携活動等の任務を遂行すること

を使命としている。一方で、ボランティア活動はあくまで自発的なものであるため、ボランティア活動

が強制的に行われることがないように最大限の配慮を行うとしている。 

以上の背景から、本センターの恒常的活動としては、①共通教育の地域コアカリキュラムである「災

害ボランティア論」の担当、②救急救命の実習を伴う講座の実施、③福井県や地域のボランティア団体

との情報共有と学内への発信などを継続している。このうち、災害ボランティア論では、兵庫県南部地

震以降、被災者に寄り添う活動を実践している「被災地 NGO センター」の村井雅清氏を非常勤講師とし

て招聘し、災害ボランティアのあるべき姿を講義して頂き、学生からも高い評価を得ている。また、災

害ボランティア講習会における講座では、現場・実践を意識し、毎年、異なる災害の特徴や対応方法、

ボランティア活動の現場について専門家を招いて実践的な講演と、三角巾を用いた救急処置の実践的講

習を継続している。さらに平成 28 年に始まった COC+事業においては、参加５大学への開放科目とな

り、令和４年度現在も福井アカデミックアライアンス（FAA）の開放科目として開講され、他大学から

の聴講実績も蓄積している。なお、当センターへの配分経費は、災害ボランティア論の非常勤講師、研

修会での活動経費等のみであり、経費以上の実績をあげているものと自己分析している。 

平成 28 年度には、災害ボランティア活動支援センター設置から 10 年が経過したことから、本センタ

ーの見直しが議論された。ボランティア活動への参加が、COC+における「ふくい地域創生士」の認定要

件として考慮されることを受け、本学学生の積極的なボランティア活動を呼びかけるため、ボランティ

ア活動の対象を「災害時」に限らず、一般的なボランティア活動に広げることが検討されたが、大学の

センターとしての使命、災害看護等の本学の特色を失うことが懸念され、「災害」ボランティア活動に

専念することが再確認された。また、この際に議論された、学生のボランティア活動実績を記録する

「ボランティアパスポート」の考え方は、成績通知書に導入される見込みの「ふくい地域創生士」の認

定条件の確認項目に活かされ、令和５年度から運用を開始する予定である。 
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近年、地球温暖化に伴う気象災害の激甚化が懸念され、千曲川の氾濫や熱海市での土石流などのよう

な豪雨災害が実際に頻発している。さらに、東北地方太平洋沖地震や熊本地震などの地震災害も増加傾

向にあり、今世紀中には南海トラフ周辺でのプレート境界型の巨大地震も高い確率で発生すると予測さ

れている。災害ボランティア活動支援センターでは、災害とボランティア活動に関する正しい知識、災

害を他人事と考えない心構え、そして災害現場や地域課題に立ち向かう即応力を身につけた人材育成の

一助となるべく活動を継続していく所存である。 
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Ⅰ 災害ボランティア活動支援センターの現況及び特徴 

１. 現況 

（1）部局名 災害ボランティア活動支援センター 

（2）所在地 福井県福井市文京３丁目９番１号  

（3）部局の構成（令和４年５月１日現在） 

センター長 教 授  小嶋 啓介 

副センター長 教 授  磯見 智恵 

センター員 講 師  末川 和代 

センター員 准教授  木村 哲也 

センター員 准教授  浅井 竜哉 

センター員 事務局  髙原 郁夫（学務部学生サービス課長） 

センター員 事務局  廣田 龍彰（学務部松岡キャンパス学務課長） 

センター員 事務局  山崎  徹（研究・地域連携推進部地域連携推進課長） 

 

２. 特徴 

平成 16 年７月に福井豪雨が発生した際、全国から多くの災害ボランティアが集まり、被災者支

援や災害復興に大きな成果をあげた。本学からも学生・教職員を合わせて延べ 700 人以上のボラン

ティア参加があり、災害ボランティア活動の意義や重要性を再認識したことから本センターの設置

に至った。 

福井大学災害ボランティア活動支援センターでは、県や学外の災害ボランティアセンターと連携

し、平成 23 年度の東日本大震災や令和４年度の南越前町等での豪雨災害等の災害発生時には、学

生及び教職員へのボランティア支援活動を速やかに実施してきた。また、センター設立の平成 17

年以降、啓発活動の一環として、学内外の専門家に依頼し、災害ボランティアに関連した講演会及

び研修会を開催することで、災害ボランティアに関する啓発活動を担っているところである。 

 

Ⅱ 目的 

災害ボランティア活動支援センターは、福井大学の学生及び教職員が、災害発生時にその自発的

な意思に基づき一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓発を行うことを目的

とし、次に掲げる業務を行っている。 

 

（1）本学の学生及び教職員を対象とした災害ボランティアに関する啓発活動 

（2）本学の学生及び教職員等への支援活動 

（3）学外の災害ボランティアセンター等との連絡及び連携活動 

（4）その他災害ボランティア活動に関すること 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

基準１ 施設等の設置目的 

１－１ 設置目的が明確に定められており，その内容が本学の目的に適合するものであること。 

評 価 ： ① 適合している。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターは、福井大学学則第８条の２第１項に基づき設置されている学

内共同教育研究施設であり、福井大学災害ボランティア活動支援センター規程（福大規程第 126 号。

以下「センター規程」という。）第１条の２に「福井大学の学生及び教職員が、災害発生時にその自

発的な意思に基づき一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓発を行うことを目

的とする」と設置目的が定められている。 

※参考資料１：福井大学学則（抜粋） 

参考資料２：福井大学災害ボランティア活動支援センター規程 

 

【分析結果とその根拠理由】 

センター規程内に設置目的が明確に定められている。また、その内容も本学の目的及び使命「学術

と文化の拠点として、高い倫理観のもと、人々が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的

水準での教育・研究を推進し、地域、国及び国際社会に貢献し得る人材の育成と、独創的でかつ地域

の特色に鑑みた教育科学研究、先端科学技術研究及び医学研究を行い、専門医療を実践すること」に

適合するものである。 

 

 

１－２ 設置目的が、本学構成員に周知されているとともに、地域・社会に公表されていること。 

評 価 ： ① 公表されている。 

 

【基準に係る状況】 

設置目的を記載しているセンター規程は、福井大学規程管理システムで公表され、本学構成員に周

知されている。災害ボランティア活動支援センターでは、設置目的及び活動状況等をセンターのホー

ムページに掲載しており、学内外に公表している。また例年、地域の方々を含め、学生・教職員を対

象に実施している災害ボランティア研修会の開催を通じ、参加者に対し、設置目的等について周知を

図っている。 

なお、センター員についても各部門より選出し、学部教員への周知や情報共有を図る体制としてい

る。 

※参考：災害ボランティア活動支援センターホームページ http://dvsc.ad.u-fukui.ac.jp/www/index.html 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターの設置目的は、福井大学規程管理システム、センターのホーム

ページ及び災害ボランティア研修会を通じ、本学構成員及び地域・社会に公表されている。 
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１－３ 設置目的及び活動が、本学の中期目標・計画の達成に資するものであること。 

評 価 ： ① 資するものである。 

 

【基準に係る状況】 

第３期中期目標の社会貢献において、「地域の知の拠点として地域社会との連携を強化し、地域社

会を志向した教育・研究を推進し、地域の人材養成と課題解決に寄与する。」こととされている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

第３期中期目標の社会貢献における「地域の知の拠点として地域社会との連携を強化し、地域社会

を志向した教育・研究を推進し、地域の人材養成と課題解決に寄与する。」について、災害ボランテ

ィア活動支援センターの設置目的であるセンター規程第１条の２「福井大学の学生及び教職員が、災

害発生時にその自発的な意思に基づき一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓

発を行うことを目的とする」の内容と整合している。 
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基準２ 施設等の組織（実施体制） 

２－１ 組織構成が、設置目的に照らして適切なものであること。 

評 価 ： ① 適切である。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターは、センター規程第３条に基づき、センター長、副センター長 

若干名及びセンター員（各部門の教員 各１名、医学系部門医学領域附属病院部の教員 １名及び事務

職員 若干名）により構成することと規定されている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターでは，その設置目的である「福井大学の学生及び教職員が、災

害発生時にその自発的な意思に基づき一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓

発を行うことを目的とする」ことを達成するために必要な組織構成を整えている。 

 

 

２－２ 設置目的を達成する上で必要な実施体制が適切に整備され、機能していること。 

評 価 ： ① 機能している。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センター会議（以下「センター会議」という。）を定期的に開催し、

計画的に活動を実施している。内容に応じてメール審議も併用し、センターの目的を達成するため

の活動を行っている。また事務支援体制については、研究・地域連携推進部地域連携推進課、学務

部学生サービス課及び学務部松岡キャンパス学務課のもと活動を進めている。 

なお、平成 28 年度には、災害ボランティア活動支援センター設置から 10 年が経過したことか

ら、本センターの見直しが議論された。ボランティア活動への参加が、COC+における「ふくい地域

創生士」の認定要件として考慮されることを受け、本学学生の積極的なボランティア活動を呼びか

けるため、ボランティア活動の対象を「災害時」に限らず、一般的なボランティア活動に広げるこ

とが検討されたが、大学のセンターとしての使命、災害看護等の本学の特色を失うことが懸念さ

れ、「災害」ボランティア活動に専念することが再確認された。 

※参考資料３：「災害ボランティア活動支援センター」の見直し案 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターのセンター員は、教育・人文社会系部門、工学系部門及び医学

系部門の教員で構成されており、全ての学部やキャンパスで必要な情報を共有するための体制が整っ

ている。センター会議では当該年度の活動報告や翌年度の活動予定について報告、協議がなされてい

る。本センターは設立以来、順調に運営されており、継続して活動を行っている。 
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２－３ 設置目的を達成する上で必要な構成員が適切に配置されていること。 

評 価 ： ② おおむね配置されている。 

 

【基準に係る状況】 

センター規程では、センター長、副センター長及びセンター員を置くことと規定している（センタ

ー規程第３条）。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

過去の配置人数は以下の通りである。センター長をはじめ、全員が兼任教員である。必要に応じ

て、センター協力教員を置くことができる柔軟な体制となっており、設置目的を達成する上で必要な

構成員が配置されている。 

ただし、現状、当センターに関わる教員は数名であり、１人あたりの負担が大きくなっている。ま

た、教員の定年退職や事務局職員の異動による委員交代の他は、メンバーが固定化される傾向が見受

けられる。 

 

災害ボランティア活動支援センター員名簿（平成 27～令和４年度）     （任期：２年間） 

年度 センター長 副センター長 センター員 

平成 27-28 年度 小嶋 啓介 水沢 利栄 

粟原 知子 

磯見 智恵 

福原 輝幸(H28- 小林 泰三※) 

木村 哲也 

高村きよみ 

窪田真由美 

小林 誠巳 

平成 29-30 年度 小嶋 啓介 水沢 利栄 

粟原 知子 

磯見 智恵 

寺﨑 寛章※ 

木村 哲也 

高村きよみ 

窪田真由美 

小林 誠巳 

令和元-２年度 小嶋 啓介 水沢 利栄 

粟原 知子 

磯見 智恵 

寺﨑 寛章 

木村 哲也 

高村きよみ(R2- 髙原 郁夫※) 

窪田真由美 

小林 誠巳(R2- 山崎  徹※) 

令和３-４年度 小嶋 啓介 磯見 智恵※ 

末川 和代※ 

木村 哲也 

浅井 竜哉※ 

髙原 郁夫 

廣田 龍彰※ 

山崎  徹 

※は新規委員 
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【改善を要する点】 

○ 現状、当センターに関わる教員は数名であり、１人当たりの負担が大きい。 

○ 教員の定年退職や事務局職員の異動による委員交代の他、メンバーが固定化される傾向が見受け

られる。センターの活性化、教員の負担の低減並びに活動の全学的な広がりを目指す見地から、規

定で定められた任期（２年）ごとに、構成員の意見を反映しつつ円滑な交替を実現していくような

運営を検討する必要があると考えられる。 
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基準３ 活動状況と成果 

３－１ 設置目的に沿った活動が、充分に行われていること。 

評 価 ： ① 充分に行われている。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターの設置目的は、「福井大学の学生及び教職員が、災害発生時に

その自発的な意思に基づき一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓発を行うこ

と（センター規程第１条の２）」である。また、次の任務が掲げられている（センター規程第２条） 

 

(1) 本学の学生及び教職員を対象とした災害ボランティアに関する啓発活動 

(2) 本学の学生及び教職員等への支援活動 

(3) 学外の災害ボランティアセンター等との連絡及び連携活動 

(4) その他災害ボランティア活動に関すること。 

 

災害ボランティア活動支援センターでは、災害ボランティアへの理解を深めると同時に災害ボラン

ティア活動時の救急処置技術の普及・技能向上を目的とし、設置直後の平成 18 年度から災害ボラン

ティア研修会を毎年開催してきた。研修会は二部制で第一部

は講演会、第二部は基礎的救命処置実技講習会で実技を取り

入れた内容となっている。対象者は本学の学生・教職員をは

じめ、一般市民も含まれる。また講師についても、学内教員

だけではなく、センター長やセンター員の繋がりを通じ、福

井県内で活躍している外部講師を招いている。 

平成 28 年度から令和３年度までの災害ボランティア研修会

の詳細は以下の通りである。 

 

福井大学災害ボランティア研修会実施一覧（平成 28～令和３年度） 

年

度 
日時 

第一部：講演会 第二部：基礎的救命処置実技講習会   

演題 講師 世話教員 実習内容 基礎講義 実習 （指導） 

平

成 

28 

11 月 

５日 

過去の災害から見えるボラ

ンティアセンターとの関わり

と支援する側・支援される

側の心理を考える 

立平 政勝 

（福井県防災士会 

理事） 

小嶋 啓介 

三角巾を使用し

た応急手当、止

血方法 

木村 哲也 磯見 智恵 

医学部看護

学科学生４

名 

平

成 

29 

10 月 

28 日 

「平成 28 年熊本地震」の災

害中長期に被災地で暮ら

す高齢者への支援－看護

職による地域包括支援セン

ターでのボランティア活動よ

り－ 

朝田 和枝  

（福井赤十字病院 

看護師(救急看護

認定看護師､救急

法指導員等)） 

磯見 智恵 

三角巾を使用し

た応急手当、止

血方法 

木村 哲也 磯見 智恵 

朝田和枝  

医学部看護

学科学生３

名 

平

成 

30 

10 月 

27 日 

「平成 30 年２月福井大雪」

を 経験して考える災害とボ

ランティア活動 

藤本 明宏 

（建築建設工学講

座 講師） 

小嶋 啓介 

三角巾を使用し

た応急手当、止

血方法 

木村 哲也 磯見 智恵 

医学部看護

学科学生３

名 

災害ボランティア研修会 第二部（R3.10.23） 
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令

和 

元 

10 月 

26 日 

火山の国に生きる―火山活

動がもたらす災害― 

三好 雅也 

（福井大学理数教

育講座地学准教

授） 

小嶋 啓介 

三角巾を使用し

た応急手当、止

血方法 

木村 哲也 磯見 智恵 

医学部看護

学科学生３

名 

令

和 

２ 

10 月 

17 日 

地震国に暮らしていることを

忘れずに 

※オンラインで実施 

大堀 道広 

（附属国際原子力

工学研究所 准教 

授） 

小嶋 啓介 
中止 

※大学の方針で対面開催不可 

令

和 

３ 

10 月 

23 日 

備える－福井豪雨、東日本

大震災の被災地から 

近藤 洋平  

福井新聞社敦賀支

社 記者 

小嶋 啓介 

三角巾を使用し

た応急手当、止

血方法 

川野 貴久 磯見 智恵 

医学部看護

学科学生４

名 

 

 

災害ボランティア活動支援センターでは、平成 20～平成 29 年度ま

では、災害ボランティアへの理解を深めることを目的に、毎年災害ボ

ランティア講演会も開催し、本学学生のほか一般市民も受講対象とし

て毎年多くの参加者を集めている。平成 30 年度からは災害ボランティ

ア研修会に統合して実施している。 

平成 28 年度及び 29 年度の実施状況は、以下の通りである。 

 

福井大学災害ボランティア講演会実施一覧（平成 28～29 年度） 

年

度 
月日 曜日 演題 講師 担当教員 

受講者

数 

平

成

28 

６月 

11 日 
土 

東日本大震災災害における危

機管理 ～釜石の奇跡から学ぶ

災害への備えとは～ 

橋向 亮介 

（フクビ化学工業株式会社 安全衛生部長） 

（元海上自衛隊 補給艦とわだ艦長） 

水沢 利栄 77 名 

平

成 

29 

７月 

８日 
土 

防災力革命～雪国×災害×ボ

ランティア～ 

諸橋 和行  

(公益社団法人中越防災安全推進機構  

地域防災力センター長） 

寺﨑 寛章 26 名 

 

 

また、共通教育科目として「災害ボランティア論」を開講している。この科目は県内大学等単位互換

制度及び生涯学習市民開放プログラムの科目としても開講されており、本学の学生は勿論、県内他大学

や一般市民の受講も可能となっている。 ※参考資料４：災害ボランティア論（2021 年度）授業日程 

その他、福井県災害ボランティアセンター連絡会の構成団体として、年に数回開催される連絡会に出

席し、情報交換等を行っている。 

なお、令和４年８月４日に発生した豪雨災害においては、県内で特に被害の大きかった南越前町への

支援のため、福井県災害ボランティアセンター連絡会の事務局である福井県地域戦略部県民活躍課へ直

ちに働きかけ、災害ボランティアバスの運行に繋げた。夏休み期間中でもあり急な呼びかけであったに

もかかわらず、学内から延べ 10 名の参加があった。 

 

災害ボランティア講演会（H29.7.8） 
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【分析結果とその根拠理由】 

先述した災害ボランティア活動支援センターの活動内容は、設置目的に沿って実施されている。 

また、センター規程で掲げている任務を満たす活動内容である。 

災害ボランティア研修会や災害ボランティア論の実施により、本学学生及び教職員に対する啓発活動

に繋がっている。また、福井県災害ボランティアセンター連絡会と連携し、必要な情報を学内に提供す

るとともに、災害発生時には同連絡会に働きかけ、災害ボランティアバスの運行に繋げている。 

以上のことから、災害ボランティア活動支援センターでは設置目的に沿った活動が十分に行われてい

ると判断する。 

 

【優れた点】 

○ 福井県災害ボランティアセンター連絡会との連携体制が構築されており、災害発生時に速やかに必

要な情報を学内に提供するとともに、同連絡会に支援の施策を働きかけることが可能となっている。 

 

【改善すべき点】 

○ 教職員・学生への周知方法について、現在はホームページ、メール及び学生ポータルでの周知に限

られており、SNS 等を活用した多様な周知方法について検討する必要がある。 

○ 災害ボランティアは、危険性やボランティアの精神から大学が率先して行えない部分もある。地域

貢献のボランティア活動を行う学生組織への支援を強化し、大学の地域貢献活動の一部に取り込めな

いか検討する必要がある。 

 

 

３－２ 設置目的の達成に資する成果・効果があがっていること。 

評 価 ： ① 成果・効果があがっている。 

 

【基準に係る状況】 

設置目的は前述のとおり「福井大学の学生及び教職員が、災害発生時にその自発的な意思に基づき

一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓発を行うこと」としている。 

詳細の活動状況は基準３－１で述べたとおりであるが、本学の学生及び教職員を対象とした災害ボ

ランティアに関する啓発活動として、毎年災害ボランティア研修会を開催している。平成 30 年度に

災害ボランティア研修会に統合されるまでは、講演会も毎年６月頃に行っていた。災害ボランティア

研修会では、学内外の講師による講演及び医学部所属のセンター員による基礎的救命措置実技講習会

を行っている。実技では、三角巾とビニール袋のように災害時にも手に入りやすいものを使用し、応

急手当や止血方法を学んでいる。 

過去の研修会で実施したアンケートでは、第一部の講演会について 85%以上の参加者が「大変良か

った」または「良かった」と回答しており、第二部の基礎的救命処置実技講習会についても 89%以上

が「大変良かった」または「良かった」と答えている。災害ボランティア活動については、「全く参

加したことがない」と回答した受講生が 83%以上であった。そのため、災害ボランティア活動につい

ては、ほとんど経験のない受講生が大半であるが、研修会の開催が啓発活動に繋がっていることが分
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かる。 ※参考資料５：福井大学災害ボランティア研修会アンケート結果 

また後期に開講している「災害ボランティア論」は、例年、約 50 名以上の受講登録がある。平成

28 年度から令和３年度の受講者数は以下の通りである。普段の生活ではあまり触れることの無い災害

ボランティアの現状について、オムニバス形式で幅広く学習できる科目となっている。 

※参考資料６：令和３年度「災害ボランティア論」シラバス 

 

「災害ボランティア論」受講者数                  （単位：名） 

年度 福井大学 県内他大学 合計 

平成 28（2016） 89 ４ 93 

平成 29（2017） 70 ７ 77 

平成 30（2018） 70 ３ 73 

令和元（2019） 81 ５ 86 

令和２（2020） 57 ６ 63 

令和３（2021） 47 ０ 47 

 

また、福井県災害ボランティアセンター連絡会との情報交換を随時行っている。令和元年度には、

台風 19 号に伴う災害ボランティア（於長野市）の周知依頼があり、本センターにて学内に周知した

ところ、医学部医学科の学生２名及び職員１名の計３名による参加があった。コロナ禍に入ってから

は、災害ボランティアに関連する周知依頼も減っているが、今後は徐々に従来通りの活動に戻ってい

くことが期待される。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

基準３－１で述べた活動内容を通じ、センターの設置目的達成に資する成果・効果があがってい

る。詳細は基準に係る状況で述べたとおりであるが、特に啓発活動においては、センター設置直後か

ら毎年、災害ボランティア研修会を開催している。災害ボランティアに関わる学内外の講師の体験談

を聞き、また基礎的救命処置実技講習会では実技を学ぶ機会にもなっている。 

 

【優れた点】 

○ 「災害ボランティア研修会」受講者からのアンケート結果では、例年高い評価を得ており、その内

容を更に充実させていくことが求められる。 

 

【改善すべき点】 

○ 「災害ボランティア論」受講者数については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、減少

傾向にあるため、受講者数の増加に向け、講義内容や周知方法等について検討する必要がある。 
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３－３ 本学の目的等の達成に資する成果・効果があがっていること。 

評 価 ： ① 成果・効果があがっている。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターに係る本学の目的等の達成に資する活動の成果・効果について

は、基準３－１及び３－２で述べたとおりである。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターの活動は、「福井大学の学生及び教職員が、災害発生時にその

自発的な意思に基づき一般ボランティアとして参加する活動に関し、その支援及び啓発を行うこと」

という設置目的を満たすものである。そして設置目的は本学の理念に適合しているため、本学の目的

等の達成に資する成果・効果があがっていると判断できる。 

 

 

３－４ 本学の中期目標・計画の達成に資する成果・効果があがっていること。 

評 価 ： ① 成果・効果があがっている。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターに係る本学の中期目標・計画の達成に資する活動の成果・効果

については、基準３－１及び３－２で述べたとおりである。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターの活動は、「地域の知の拠点として地域社会との連携を強化

し、地域社会を志向した教育・研究を推進し、地域の人材養成と課題解決に寄与する」という第３期

中期目標の内容に整合している。また、COC+事業から、福井アカデミックアライアンス、そして未来

協働プラットフォームふくいが進める、地域の高等教育機関による地域志向・実践力育成教育の協働

開講・開放の中核科目として、「災害ボランティア論」の果たしてきた役割は小さくない。以上よ

り、福井本学の中期目標・計画の達成に資する成果・効果があがっていると判断できる。 

 

 

３－５ 活動状況及びその成果・効果が、学内及び地域・社会に対して公表されていること。 

評 価 ： ② おおむね公表されている。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターでは、設立の経緯、理念、概要及び活動状況等をセンターのホ

ームページに掲載することにより、学内外に公表している。 

※参考：福井大学災害ボランティア活動支援センターホームページ https://dvsc.ad.u-fukui.ac.jp/www/index.html 
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また令和３年度には、福井大学環境報告書 2021 にセンターの概要や研修会の様子が「CSR 社会的

取り組み」のページに紹介された。このデータは本学ホームページに掲載されているため、学内外か

ら閲覧が可能である。 

※参考：福井大学環境報告書 2021（P18） http://ems.ou.u-fukui.ac.jp/iso/emr/emr2021.pdf 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターの活動内容等は、主にセンターのホームページで公開してお

り、学内及び地域・社会に対し、広く公表されている。 

しかしながら、成果やその効果等に関する情報は、災害ボランティア研修会の実施報告等に留まっ

ているため、定型的な情報のみならずより詳細な成果等を地域社会に分かりやすく公表していく工夫

が必要である。 

 

【改善を要する点】 

○ 成果やその効果等に関する情報は、災害ボランティア研修会等の実施報告に留まっているため、

定型的な情報のみならずより詳細な成果等を地域社会に分かりやすく公表していく工夫が必要であ

る。 
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基準４ 学生・研究者等の受入れ、支援等 

４－１ 設置目的に沿って、学生・研究者等を適切に受入れていること。 

 

（該当なし） 

 

 

４－２ 設置目的に沿った履修指導・研究指導を含め支援等が適切に実施され、成果・効果があがっ

ていること。 

 

（該当なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準５ 施設・設備 

５－１ 活動する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されていること。 

 

（該当なし） 
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基準６ 財務 

６－１ 設置目的に沿った活動を適切かつ安定して遂行できるだけの財務基盤を有していること。 

評 価 ： ② おおむね有している。 

 

【基準にかかる状況】 

災害ボランティア活動支援センターの運営経費は全学共通経費を基盤とし、活動経費に充てている。 

 

【分析結果とその理由】 

センターに配分される予算の用途は大きく以下の３つに分かれている。 

１）役務費：センターホームページ関連経費 

２）活動費：研修会開催にかかる経費 

３）その他：備品、文房具等 

例年、特定事項経費は約１％強の減となっている中、仮想サーバ使用料や継続して開催している災

害ボランティア論と災害ボランティア研修会の開催にあたる講師謝金、学生謝金及び消耗品費に充て

ている。 

センターの年間経費は年間 10 万円程度であり、限られた予算の中で経費を節減しつつ取組を実施

しているが、現状の予算では上記以外の活動は難しい状況にある。 

 

 

６－２ 設置目的を達成するための活動の財務上の基礎として、適切な収支に係る計画が策定され、

適切に履行されていること。 

評 価 ： ① 適切に履行されている。 

 

【基準にかかる状況】 

災害ボランティア活動支援センターの各年度の実施計画については、センター会議で審議・決定さ

れており、実施報告がなされている。当センターの運営経費は毎年継続して行っている活動が大部分

を占めており、計画的な運用が行われている。 

 

【分析結果とその理由】 

センターでは例年、開催している災害ボランティア論や研修会等、固定の活動内容があるため、経

費の用途は大きく変動することが少ない。センターの実施計画については、センター長をはじめ、副

センター長やセンター員と協議の上で適切な運用を行っている。 
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基準７ 管理運営 

７－１ 設置目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され、機能していること 

評 価 ： ② おおむね機能している。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターの管理・運営については、センター会議を定期的に開催し、

計画的に活動を実施している。内容に応じてメール審議も併用し、本センターの目的を達成するた

めの活動を行っている。また事務支援体制については、研究・地域連携推進部地域連携推進課及び

学務部学生サービス課の協力のもと活動を進めている。 

※参考資料２：福井大学災害ボランティア活動支援センター規程 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターのセンター員は、教育・人文社会系部門、工学系部門及び医学

系部門の教員で構成されており、学部やキャンパスにまたがり、必要な情報を共有するための体制が

整っている。センター会議では当該年度の活動報告や翌年度の活動予定について報告、協議がなされ

ている。急を要する案件等については、センター長のリーダーシップの下、メールで意見を聴取する

など、迅速な対応を行っている。 

 

【改善を要する点】 

○ センター会議やメールでの意見聴取等により、センター教員間の連携を促す機会を設けるように

しているが、実質的に議論する機会は少ないため、更なるセンター教員間の連携を強化していく必

要性がある。 

 

 

７－２ 管理運営に関する方針が明確に定められ、それらに基づき適切な規定等が整備されていること 

評 価 ： ① 整備されている。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア活動支援センターの管理運営体制及び方針は評価基準 ２－２に示したとおり

である。明確に設定された設置目的に基づき、その実現に対応した組織運営体制が整備されてい

る。センター会議は、対面開催の他、Web 会議、メール審議を導入し、迅速かつ効率的な運営に努

めている。 

※参考資料２：福井大学災害ボランティア活動支援センター規程 

 

【分析結果とその根拠理由】 

災害ボランティア活動支援センターの管理運営に関する方針は「福井大学災害ボランティア活動

支援センター規程」（福大規程第 126 号）に明確に定められており、各構成員の職務もこれに記さ

れている。 
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７－３ 活動の状況やその成果・効果が組織的に把握され、適切な形で管理運営に反映されていること 

評 価 ： ② おおむね反映されている。 

 

【基準に係る状況】 

災害ボランティア支援センターでは、センター会議を定期的に開催し、活動状況やアンケートの結

果等を報告し、センター員に情報を共有している。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

センター会議を通じ、センターが運営する企画や状況を報告しており、その成果・効果は組織的に

把握されている。また内容に応じて、センター会議にて協議を行い、適切な形で管理運営に反映して

いる。 

 

【改善を要する点】 

○ センター会議やメールでの意見聴取等により、センター教員間の連携を促す機会を設けるように

しているが、実質的に議論する機会は少ないため、更なるセンター教員間の連携を強化していく必

要性がある。 

 



福井大学学則（抜粋） 

 

（目的及び使命） 

第１条 福井大学（以下「本学」という。）は，学術と文化の拠点として，高い倫理観のもと，人々

が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的水準での教育・研究を推進し，地域，国及

び国際社会に貢献し得る人材の育成と，独創的でかつ地域の特色に鑑みた教育科学研究，先端科

学技術研究及び医学研究を行い，専門医療を実践することを目的とする。 

（略） 

（学内共同教育研究施設） 

第８条の２ 本学に，教職員が共同して教育若しくは研究を行い，又は教育若しくは研究のため

共用する施設及びその他の全学的業務を行う施設として，次の施設を置き，これらを総称して学

内共同教育研究施設という。 

（略） 

災害ボランティア活動支援センター 

（略） 
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担当 授業内容 教室/会場
オンライン時の

対応

第1回 10月7日 1限 小嶋 ガイダンスと日本の自然災害環境 総合大I

第2回 10月14日 1限 小嶋 地震災害と救援・復旧・復興 総合大I

第3回 10月21日 1限 末川 生活環境の科学と防災 総合大I オンデマンド

第4回 10月23日 3限
近藤（福井
新聞社）

備える-福井豪雨、東日本大震災
の被災地から-

-

第5回 10月23日 4限 川野、磯見 基礎的救命処置実技講習会 -

第6回 10月28日 1限 磯見 災害時のこころとケア 総合大I オンデマンド

第7回 11月4日 1限 磯見 災害時要援護者 総合大I オンデマンド

第8回 11月6日 3限 村井 ボランティアとは -

第9回 11月6日 4限 村井
組織論・国内外の制度等（ＮＰＯ
を含む）

-

第10回 11月25日 1限 粟原
災害後の子どもの心のケアと環境
づくり

総合大I オンデマンド

第11回 12月2日 1限 浅井
福島第一原発事故におけるスク
リーニング検査

総合大I オンデマンド

第12回 12月11日 3限 村井
災害ボランティア活動時の基本的
な心構えおよび法的責任

-

第13回 12月11日 4限 村井
ボランティアコーディネーターの
役割、ボランティアセンターの役
割と機能

-

第14回 1月6日 1限 木村 災害サイクルと疾病構造 総合大I

第15回 1月20日 1限 木村
災害時医療活動、基本的心肺蘇生
法、ＡＥＤ

総合大I

災害ボランティア論（2021年度）授業⽇程

福井県繊協ビ
ル10F ホール

A

授業日程

福井県繊協ビ
ル10F ホール

A

福井県繊協ビ
ル10F ホール

A
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